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イーハトーブ病院の移転整備について 

 

令和４年７月１３日花巻市議会議員説明会資料 

健康福祉部健康づくり課 

 

１ イーハトーブ病院移転整備に関する経過と計画概要 

 ・医療法人杏林会は、令和３年12月に岩手中部地域医療圏地域医療連携推進会議（地域医療構想調整

会議）（事務局：岩手県中部保健所。以下「推進会議」という。）に対し、イーハトーブ病院の移転

整備計画を協議。 

 ・事務局の中部保健所は、このことについて推進会議内に組織される市町部会・病院部会の合同部会

（以下「部会」という。）により、令和４年１月より協議を開始。その後、部会では数度の協議を重

ね、令和４年５月31日の臨時部会において、それまでに各委員から出された意見を取りまとめ、部

会意見を附して杏林会の病院移転整備計画案を承認。（非公開会議） 

 ・これを受け、事務局の中部保健所は、令和４年６月17日に親会である推進会議を開催。部会での協

議の経過、部会が附した意見を踏まえ、推進会議はイーハトーブ病院移転整備計画を承認した。 

（公開会議） 

 ・岩手県は、この承認を踏まえて今後、杏林会から提出される新病院の開設許可について審査を行う

としている。 

 

 【整備計画の概要】 

   現在のイーハトーブ病院は、市街地から遠く、利用者及び従業員にとって不便な立地であるとと

もに、施設が老朽化し満足のいくサービスが一部行き届かない現状、また、中部保健医療圏域にお

いては、回復期および慢性期病床が不足している現状から、イーハトーブ病院を北上市内へ移転新

設。これとは別に、イーハトーブ病院に併設している既存の介護老人保健施を花巻市内へ移転新築

し、併せて介護医療院の整備を計画する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《花巻市内》 

イーハトーブ病院 

一般病床(回復期 50床)＋ 

療養病床 50 床（休床中） 

《北上市内》 

イーハトーブ病院移転新設 

・病院 200 床（一般病床（回復期）50床、 

療養病床（回復期）100 床、 

療養病床（慢性期）50床） 

・介護老人保健施設 150 床 

・認定こども園（定員 102） 

移転新設 

介護老人保健施設 150 床併設 

花巻市

と協議 

（現状） （計画） 

《花巻市内》 

(介護老人保健施設移転、介護医療院新設) 

資料№１ 
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 【新施設整備計画の概要】－杏林会整備計画より－ 

  ・施設名称  リハビリパーク北上病院（仮称） 

  ・整備場所  北上市大通り１丁目地内（JR北上駅西口） 

  ・施設機能  病院 200床、介護老人保健施設150床、認定こども園102人 

  ・施設規模  鉄筋コンクリート５階建 延べ床面積 約7,600㎡ 

  ・新病院の概要 

    診療科目 内科、神経内科、外科、整形外科、リハビリテーション科【現状と変更なし】 

    病床数（病床機能） 一般病床   50床（回復期） 

              療養病床  150床（回復期100床 慢性期50床） 

  ・運営方針 

    イーハトーブ病院の機能を継承。 

    圏域の急性期病院からの脳血管疾患、骨折系疾患患者のリハビリテーションの実現 

    介護老人保健施設の併設による在宅復帰支援体制の強化 

  ・主な整備スケジュール（予定） 

    令和４年６月 建設工事 着手（病院開設許可後） 

    令和５年12月 建設工事 竣工 

    令和６年３月 新施設供用開始（認定こども園は令和６年４月開園） 

     ※ 介護老人保健施設整備 今期（第８期）北上市介護保険事業計画に記載済 

     ※ 認定こども園整備   北上市の承認済 

 

（参考：花巻施設の今後の方針） 

  ・イーハトーブ病院に併設している介護老人保健施設（150 床）については、花巻市市街地近郊へ

移転整備し、併せて介護医療院（100 床）を新たに整備することを計画しているが、花巻市の第

９期介護保険事業計画との整合性を図る必要があることから、令和６年度以降の開設を目指し、

花巻市と協議を進め、整備計画を検討する。 
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２ イーハトーブ病院の状況 

（１）病院開院から現在までの経過 

  ・平成 18年３月に岩手労災病院（昭和 35 年１月開設）の廃止が決定され、同年９月、花巻市と所

有者である独立行政法人労働者健康福祉機構は、「岩手労災病院の移譲及び資産譲渡に係る基本

協定」を締結。 

  ・平成 18年 10 月、花巻市と医療法人杏林会は「岩手労災病院の廃止に伴う後継医療の引き受けに

関する基本合意」を締結。 

・平成 19年２月、花巻市と独立行政法人労働者健康福祉機構は、同施設における 10年間以上の医

療提供を条件に、岩手労災病院の土地を無償で、建物・医療機器を有償で譲り受ける契約を締結

（所有権移転は平成 19年４月１日）。 

  ・平成 19年４月、花巻市は同施設における 10年間以上の医療提供を条件に、医療法人杏林会へ当

該土地、建物等の資産を無償貸与（使用貸借）。医療法人杏林会は、許可病床 100 床のうち慢性期

の療養病床 50床を休床したうえで、回復期の一般病床 50 床を開設し、同月からイーハトーブ病

院を開院。 

・平成 19 年８月、介護老人保健施設のイーハトーブ介護リハビリセンターを開設（開設時 70 床。

平成 21 年５月に 80床を増床）。 

 

 （２）施設概要 

  ・施設名称  イーハトーブ病院、イーハトーブ介護リハビリセンター 

  ・場所    花巻市志戸平地内（旧岩手労災病院敷地） 

  ・施設規模  鉄筋コンクリート造・鉄骨造７階建 昭和 35 年建築 

  ・施設機能  病院 50 床、介護老人保健施設イーハトーブ介護リハビリセンター150 床 

         うち病院の病床機能 一般病床 50 床（回復期） 

                  （休床中の病床：療養病床 50 床（慢性期）） 

  ・病院の診療科目 内科、神経内科、外科、整形外科、リハビリテーション科、泌尿器科（休診中） 

 

（３）病院運営にあたっての花巻市の支援 

  ・花巻市は、イーハトーブ病院が開設した平成 19年度から平成 21 年度までの間において医療法人

杏林会に対して施設整備費２億円、運営費２億 3,070 万円の補助金を交付。また、平成 22 年度

から平成 30 年度までに、耐震診断・耐震補強・ブロック塀撤去工事を実施し、イーハトーブ病院

の継続を支援してきたところ。 

 

 （４）経営状況 

  ・花巻市は、花巻市財産の貸付による医療等の提供に関する条例第４条の規定により、医療法人杏

林会から毎年度の事業報告書及び決算書の提出を受けている。 

  ・直近の平成 28 年度から令和２年度までの５カ年度におけるイーハトーブ病院とイーハトーブ介

護リハビリセンターの経常利益は、施設全体で毎年度 0.4 億円～1.1 億円の黒字となっており、

これは、イーハトーブ介護リハビリセンターの経常利益の黒字によることが要因である。イーハ

トーブ病院単体の経常利益は、毎年度において 2.0 億円～2.4 億円の赤字となっている。 
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３ イーハトーブ病院等の利用状況と花巻市内の地域医療の現状 

（１）イーハトーブ病院・イーハトーブ介護リハビリセンターの利用状況 

 ・外来患者は、平成 24年度 6,586 人をピークに減少。令和３年度 1,443 人（5.9 人/日） 

 ・入院患者延べ数は、平成 20 年度 18,005 人から、波はあるものの減少しており、令和２年度では

10,583 人（稼働中の一般病床 50 床に対する病床利用率 58％程度）で、令和３年度では 13,882 人

（稼働中の一般病床 50床に対する病床利用率 76％程度）となっている。 

 ・老健施設（介護リハビリセンター）の利用者は、80 床増床した平成 21 年度以降、毎年４万人以上

の利用があり、コロナ禍にあっても令和２年度 51,514 人、令和３年度 52,455 人となっている。 

  

 ・令和３年度末時点における入院患者は、居住地が花巻市内の方は約 40％程度に留まっている。 

 

（２）市内の医療状況 

 ・花巻市内においては、中部保健所、岩手医科大学、県立中部病院、花巻市医師会などの関係者の方々

にもご協議いただきながら構想を練り上げた総合花巻病院の移転整備が令和２年に完了し、88 床の

急性期病床及び回復期病床が 110 床を整備。この回復期病床の中には、患者の在宅復帰を支援する

ためのリハビリテーション病床 58 床のほか、在宅療養に関する提案・調整なども行う地域包括ケ

ア病床が５２床に拡充されており、花巻市を含む岩手中部保健医療圏において不足と指摘されてい

年度 外来 入院 病院(計) 老健 合計

平成19年度 3,579 8,962 12,541 12,682 25,223

平成20年度 3,795 18,005 21,800 25,489 47,289

平成21年度 4,376 15,418 19,794 41,392 61,186

平成22年度 3,878 15,135 19,013 54,567 73,580

平成23年度 5,943 17,226 23,169 54,774 77,943

平成24年度 6,586 15,154 21,740 54,376 76,116

平成25年度 6,379 14,779 21,158 54,300 75,458

平成26年度 5,282 13,378 18,660 47,451 66,111

平成27年度 5,411 9,808 15,219 45,064 60,283

平成28年度 3,964 8,227 12,191 44,031 56,222

平成29年度 2,257 9,141 11,398 46,640 58,038

平成30年度 1,803 11,522 13,325 49,411 62,736

令和元年度 2,262 8,059 10,321 49,036 59,357

令和２年度 2,054 10,583 12,637 51,514 64,151

令和３年度 1,443 13,882 15,325 52,455 67,780
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る回復期病床の充足が図られている。 

・令和２年度の岩手中部保健医療圏（花巻、北上、遠野、西和賀）全体では、回復期病床 380 床のう 

ち花巻市内病院に 280 床及び北上市内病院に 60床がある。一方、急性期病床は、圏域内 770 床で、

このうち花巻市は 124 床、北上市が、県立中部病院を含めて、524 床となっている。 

 

・イーハトーブ病院の市外への移転について、花巻市医師会が会員医師に意見を照会したところ、会

員の医師とイーハトーブ病院との間で患者の紹介等の連携が現在ほとんど行われていない状況で

あり、移転に関して反対などの意見は出されなかったとのことであった。 

 

４ 上記を踏まえたイーハトーブ病院移転整備等に関する花巻市の見解 

 ・イーハトーブ病院は、市街地から離れており、また、建物・設備は昭和 35年に開設した岩手労災

病院から引き継いで使用していることから、「市街地から遠く利用者及び従業員にとって不便な

立地であり、施設・設備が老朽化し、利用者への満足なサービス提供が一部行き届かない」との

杏林会の主張は一定程度理解できる。 

 

・イーハトーブ病院の入院患者数は、年度ごとに波はあるものの、最新の令和３年度の実績ではピ

ーク時の平成 20 年度の 77％となっており、外来患者数は、ピーク時の平成 24 年度から年々減少

を続け、令和３年度の実績では１日当たり 5.9 人となっている。令和３年度末時点での入院患者

について、花巻市に居住する方の入院は全体の約 40％程度に留まっている状況であり、さらに総

合花巻病院が回復期病床を拡充している現状から、イーハトーブ病院の市外への移転が、現在の

市内の地域医療体制に与える影響は限定的なものと認識している。 

 

・中部保健医療圏域内の回復期病床は 380 床で、このうち 280 床が花巻市内、北上市内は 60 床で

ある状況下において、杏林会が北上市内に回復期を中心とした病院としてイーハトーブ病院を移

転整備しようとする計画については、その意図と妥当性は理解できるところである。 

 

所在地 名称
高度
急性期

急性期 回復期 慢性期 その他 合計

花巻市 宝陽病院 52 105 157

岩手県立東和病院 68 68

イーハトーブ病院 50 50 100

もとだて病院 36 60 48 144

公益財団法人総合花巻病院 88 110 198

独立行政法人国立病院機構
花巻病院

60 144 204

計 0 124 280 275 192 871

北上市 岩手県立中部病院 50 364 20 434

社会福法人恩賜財団済生会
北上済生会病院

160 60 4 224

社会医療法人　花北病院 124 124

計 50 524 60 0 148 782
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・その上で、杏林会のイーハトーブ病院の移転計画案では、病院が花巻市から北上駅前へ移転する

こととなるが、花巻市を含む中部保健医療圏内において新たな病院と医療体制を整備し、回復期

病床を中心とする病床数の増加や老人保健施設を整備するものであり、移転後においても花巻市

民の利用も見込まれることから、この計画が圏域における地域医療構想の推進と医療連携体制の

充実に寄与することとなることを期待したい。 

 

・６月 17 日に行われた中部保健医療圏地域医療連携推進会議において、病院の移転整備計画につ

いて承認されたところであるが、「杏林会に対し移転整備計画の実現には引き続き広く地域住民・

関係機関等の理解と必要な意見が反映されることが重要であり、推進にあたっては同会議及び病

院・市町部会意見の趣旨を踏まえた対応を誠実に実行されたい」との意見が付されていることか

ら、杏林会にはそのように対応いただきたい。 

 

  ・杏林会の介護老人保健施設（150 床）の花巻市市街地近郊への移転整備にあたっては、花巻市の

現行計画である花巻市第８期介護保険事業計画において同法人の既存の介護老人保健施設が維

持・運営されることを前提としていることから、花巻市は、推進会議の部会において杏林会に対

し、介護老人保健施設を移転整備して稼働するまでの間は現在地の介護老人保健施設を維持して

いただくことについて依頼し、杏林会からは、推進会議の部会に対して書面で「花巻市の依頼の

とおり対応する」との回答をいただいた。 

 

  ・杏林会は介護老人保健施設の移転整備に併せて介護医療院（100 床）の新設を計画しており、花

巻市としては、介護医療院がこれまで本市に存在していない施設であることに加えて医学的管理

の下で医療と介護サービスを提供できる施設であると考えられることから、介護医療院の需要は

一定数あるものと思われ、その観点から設置を期待したい。 

 

  ・一方で、介護医療院の新設に当たっては、需要規模などを把握したうえで施設の規模を検討する

必要もあると考えられ、この介護医療院が花巻市の第９次介護保険事業計画策定において極めて

重要な位置づけとなることおよび、新しい介護老人保健施設を花巻市の第９期介護保険事業計画

にしっかり位置づけることを可能とするため、花巻市は、推進会議の部会において杏林会に対し、

令和４年度中にも花巻市との協議を開始していただきたい旨を伝え、杏林会からは、推進会議の

部会に対して書面で「花巻市と早々に協議したい」との意向が示された。 

 

  ・花巻市と杏林会が平成 19 年４月１日に結んだ使用貸借契約の条件である、医療機関等の用に 10

年以上供することについては、今年で 15 年目であることから満たされており、杏林会から使用

貸借を終了する意思表示があれば、使用貸借契約は終了し、不動産及び動産が花巻市へ返還され

ることとなる。 

 

  ・イーハトーブ病院は、市の中心部から離れており、施設・設備は昭和 35 年の建築から今年で 62

年目となり老朽化が進んでいることから、今後、公共施設としての活用は困難。解体及び土壌汚

染がある場合はその除去を含め、今後の施設等の取り扱いの検討が必要である。 
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  ・花巻市と杏林会との「岩手労災病院の廃止に伴う後継医療の引き受けに関する基本合意」及び不

動産・動産使用貸借契約には、使用貸借が終了した後、杏林会に建物の解体や土壌汚染の除去義

務を負わせる規定は定められていない。 

 

  ・花巻市としても、推進会議等を通じて、進捗状況等の情報を共有しながら、必要な対応を進めて

参りたい。 


